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第22回中央委員会開催

副委員長に選任された岡原さん(県国公)の音頭で「団結がんばろう」

　
１
月
２
７
日
、
県
労
連
は
高
知

市
・
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
第
２
２

回
県
労
連
中
央
委
員
会
を
開
催
し
、

「
０
８
国
民
春
闘
方
針
」
を
決
定
し

ま
し
た
。

　
冒
頭
開
会
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
高

橋
委
員
長
は
、
昨
年
一
年
間
の
た
た

か
い
の
成
果
に
触
れ
、「
労
働
者
・
国

民
の
声
、
運
動
が
政
治
を
動
か
す
時

代
を
迎
え
て
い
る
」
、
「
『
格
差
と
貧

困
を
な
く
そ
う
』
と
い
う
国
民
の
願

い
に
応
え
、
『
貧
困
撲
滅
春
闘
』
に

決
起
を
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
田
口
書
記
長
が
『
二
つ
の
シ
ン

ポ
』
（
「
地
域
再
生
シ
ン
ポ
」
、
「
若
者

雇
用
シ
ン
ポ
」
）
を
軸
に
、
県
政
の

課
題
と
正
面
に
向
き
合
い
、
共
同
を

広
げ
て
た
た
か
う
春
闘
方
針
案
を
提

案
し
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
高
知
一
般
前
野
さ
ん

か
ら
争
議
支
援
の
訴
え
が
お
こ
な
わ

れ
、
そ
の
後
、
１
０
人
の
中
央
委
員

会
か
ら
方
針
を
深
め
る
立
場
か
ら
の

発
言
が
あ
り
、
全
会
一
致
で
春
闘
方

針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
教
組
の
西

　
　
　
　
　
　
　
　
山
さ
ん
は
、
教

　
　
　
　
　
　
　
　
育
署
名
が
県
議

　
　
　
　
　
　
　
　
会
の
委
員
会
で

　
　
　
　
　
　
　
　
可
否
同
数
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
う
状
況
が
生
ま

れ
た
し
、
国
会
請
願
で
は
、
県
選
出

の
自
民
党
代
議
士
も
紹
介
議
員
に

な
っ
て
く
れ
た
、
と
情
勢
の
変
化
を

解
明
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
金
者
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
の
竹
村
さ
ん
　

　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
０
４
年
か

　
　
　
　
　
　
　
　
ら
組
織
は
６
倍

　
　
　
　
　
　
　
　
化
し
た
が
、
支

　
　
　
　
　
　
　
　
部
が
で
き
て
お

ら
ず
、
地
域
か
ら
の
運
動
が
で
き
て

い
な
い
。
地
域
か
ら
運
動
を
、
と
地

域
労
連
強
化
に
力
を
つ
く
す
決
意
を

述
べ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
治
労
連
の

　
　
　
　
　
　
　
　
松
繁
さ
ん
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
自
治
体
自
ら
が

　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
を
作
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
う
立
場
で

奮
闘
す
る
、
非
正
規
の
組
織
化
、
憲

法
署
名
の
運
動
を
強
化
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
高
知
自
治
労
連
中
央
委
員

会
の
決
定
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
国
公
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
山
さ
ん
は
、
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
賃
引
き
上
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
非
正
規
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
仲
間
の
賃
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
を
。
組
織

化
に
も
が
ん
ば
る
。
国
民
に
打
っ
て

出
て
定
数
削
減
、
市
場
化
テ
ス
ト
に

反
対
す
る
世
論
を
高
め
た
い
と
決
意

表
明
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
交
労
鉄
道

　
　
　
　
　
　
　
　
の
竹
本
さ
ん
　

　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
１
月
２
３

　
　
　
　
　
　
　
　
日
に
東
京
地
裁

　
　
　
　
　
　
　
　
が
全
動
労
裁
判

　
　
　
　
　
　
　
　
で
勝
利
判
決
を

下
し
た
。
こ
の
判
決
は
、
０
５
年
の

国
労
判
決
と
同
じ
だ
。
２
月
１
６
日

に
は
高
知
で
国
労
と
集
会
を
開
く
と

述
べ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
国
公
の
岡

　
　
　
　
　
　
　
　
原
さ
ん
は
、
国

　
　
　
　
　
　
　
　
の
職
場
で
も
１

　
　
　
　
　
　
　
　
４
万
人
が
非
正

　
　
　
　
　
　
　
　
規
と
し
て
働
い

　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
る
が
「
法
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の
谷
間
」
に
置
か
れ
、
不
安
定
な
状

態
に
あ
る
。
全
建
労
、
全
港
建
、
全

労
働
も
組
織
化
で
奮
闘
し
て
い
る
。

仕
事
の
中
身
を
県
民
に
知
ら
せ
、
行

政
を
国
民
本
位
の
も
の
に
し
て
い
く

と
決
意
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
祉
保
育
労

　
　
　
　
　
　
　
　
の
森
田
さ
ん
　

　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
高
齢
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
ム
で
労
組
を
昨

　
　
　
　
　
　
　
　
年
８
月
に
結
成

し
、
解
雇
さ
れ
た
。
介
護
職
の
労
働

者
の
賃
金
は
他
産
業
と
比
較
し
て
も

劣
悪
だ
。
高
齢
者
の
権
利
が
守
ら
れ

る
職
場
づ
く
り
を
め
ざ
す
、
と
決
意

と
支
援
の
訴
え
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
祉
保
育
労

　
　
　
　
　
　
　
　
の
山
崎
さ
ん
　

　
　
　
　
　
　
　
は
、
昨
年
か
ら
　

　
　
　
　
　
　
　
「
人
件
費
比
率
が

　
　
　
　
　
　
　
高
い
」
「
施
設
経

　
　
　
　
　
　
　
営
の
未
来
の
た

め
」
と
称
し
て
『
成
果
主
義
賃
金
』

の
導
入
を
狙
っ
て
い
る
。
４
０
歳
で

賃
金
が
天
を
つ
く
こ
と
に
な
る
。
組

合
員
過
半
数
の
職
場
を
維
持
し
て
た

た
か
う
、
と
決
意
を
表
明
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
郵
産
労
の

　
　
　
　
　
　
　
　
筒
井
さ
ん
　

　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
民
営
化

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
て
初
め

　
　
　
　
　
　
　
　
て
た
た
か
う

　
　
　
　
　
　
　
　
春
闘
だ
。
過

疎
地
で
は
年
金
の
引
き
落
と
し
が

で
き
な
い
と
こ
ろ
も
で
き
て
い

る
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
撤
去
、
郵
便
物
の

遅
配
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
問
題
で
自

治
体
や
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も

取
り
組
み
た
い
と
述
べ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
年
部
の

　
　
　
　
　
　
　
　
草
野
さ
ん
　

　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
い
ま
、

　
　
　
　
　
　
　
　
青
年
部
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
４
月
に
『
最

　
　
　
　
　
　
　
　
賃
生
活
体

験
』
を
や
ろ
う
と
協
議
し
て
い

る
。
「
節
約
し
な
が
ら
最
賃
の
金

額
内
で
」
、
を
め
ざ
す
が
、
一
ヶ
月

ど
れ
く
ら
い
の
費
用
が
か
か
る
か

を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
、
と
述
べ
ま
し
た
。
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　　　　春闘の日程
　２／２７～２９　統一行動（懇談・申し入れ）

　　　　　　　　　　　　　　２月末までに要求書提出

　　　　　　　　　　　　　　　３／７　全労連四国地区協

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　四国総行動

　　　　　　　　　　　　　　　３／１２　回答指定日

　　　　　　　　　　　　　　　３／１３　ストライキを含む

　　            　　　　　　　　　　　　　　全国統一行動　　

　
　
　
　
　
　
　
悪
代
官
と
悪
徳
商

　
　
　
　
　
　
人
は
富
を
独
り
占
。

　
　
　
　
　
　
自
ら
の
欲
望
を
満
た

　
　
　
　
　
　
す
一
方
で
、
庶
民
は

　
　
　
　
　
　
増
税
で
苦
し
み
生
活

に
あ
え
い
で
い
た
か
つ
て
の
日
本
の

封
建
社
会
。
今
、
政
府
と
財
界
が
進

め
る
構
造
改
革
は
大
企
業
を
優
遇

し
、
重
役
と
大
株
主
が
空
前
の
大
利

益
を
手
に
す
る
仕
組
み
。
手
に
し
た

利
益
の
一
部
を
政
治
献
金
の
名
の
も

と
に
政
権
政
党
に
わ
い
ろ
を
渡
す
。

一
方
で
、
国
民
の
く
ら
し
と
い
の
ち

を
破
壊
し
続
け
て
い
る
今
の
悪
政
。

と
、
そ
の
思
い
は
重
な
る
。
１
月
２

６
日
、
県
内
各
地
域
か
ら
１
２
０
人

の
農
家
が
集
ま
り
、
現
代
版
「
百
姓

一
揆
」
と
も
い
え
る
集
会
と
ト
ラ
ク

タ
ー
デ
モ
が
高
知
市
で
行
な
わ
れ
た



０
８
国
民
春
闘
が
本
番
を
迎
え

る
。
今
年
の
春
闘
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

「
な
く
せ
貧
困
、
ス
ト
ッ
プ
改
憲
！

つ
く
ろ
う
平
和
で
公
正
な
社
会
と
地

域
」
。
県
労
連
は
、
す
べ
て
の
仲
間
が

力
を
合
わ
せ
未
組
織
の
仲
間
に
も
共

同
を
広
げ
、
春
闘
要
求
の
前
進
を
め

ざ
そ
う
と
呼
び
か
け
て
い
る
。
昨
年

夏
の
参
議
院
選
挙
の
結
果
で
国
民
の

意
思
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
自
公
連
立
政
権
の
悪
政
は
国

民
の
目
を
は
ぐ
ら
か
し
な
が
ら
、
の

ら
り
く
ら
り
と
今
な
お
続
い
て
い

る
。
消
え
た
年
金
、
税
金
の
無
駄
遣

い
・
談
合
、
防
衛
省
汚
職
な
ど
政
官

財
の
癒
着
、
腐
敗
政
治
は
昔
と
変
わ

ら
な
い
。
労
働
者
・
国
民
の
が
ま
ん

は
限
界
に
。
国
会
解
散
・
総
選
挙
も

間
近
と
い
わ
れ
て
い
る
。
０
８
春
闘

は
、
世
直
し
春
闘
。
真
実
と
正
義
を

求
め
、
怒
り
を
一
揆
に
変
え
て
、
０

８
年
春
闘
で
の
賃
金
闘
争
を
は
じ
め

諸
要
求
実
現
を
め
ざ
す
た
た
か
い
と

総
選
挙
闘
争
を
結
合
し
、
す
べ
て
の

組
合
・
組
合
員
が
総
結
集
し
、
全
力

で
た
た
か
い
い
抜
こ
う
。
（
樫
）


